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目的 

 近年、幼児期の外遊びと小学生の運動習慣・体力の関

連について、小学校入学前の外遊びの実施頻度が高いほ

ど、小学生になった時の運動・スポーツ実施頻度の高い

者の割合が多いことが指摘されている（スポーツ庁

2019）。実際に、保育者の運動遊び・幼児体育の能力の

向上については、保育者が保育経験を積むことで運動場

面での援助や指導能力が向上することが明らかとなって

いる（清他2018）。だが、幼児の運動に対する苦手意識

の改善や運動遊びの指導については、個々の保育者の力

量や家庭での経験に任されていることが多い（山下他

2018，大木2017）。そのため、本研究では保育者が運動

遊びをどのようにとらえ、子どもへの指導に関わってい

るかの指導状況を明らかにし、今後、保育者に必要な運

動遊び・幼児体育の指導における基礎的資料としたい。 

方法 

 本研究は、C法人に勤務する、保育者（幼稚園教諭・

保育教諭・保育士）に対して、2020年7月～8月に「「運

動遊び・幼児体育」に関するアンケート」実施した。ア

ンケートの回答者は合計76名である。倫理的配慮とし

て、本研究は花園大学研究倫理員会の承認を受けている

（承認番号：2020-09）。 

結果 

 結果、回答者の80％以上が運動遊びは好きであるとし

た。一方で、園児に指導する上で困難はありますかでは、

「はい」が61名（80％）、「いいえ」が8名（11％）、未

回答が7名（9％）となった。具体的な内容としては、「苦

手意識の強い子」や「運動が苦手な子への指導」といっ

た子ども自身が運動や身体を動かすことに苦手意識を持

っている場合の指導の困難と「自分が苦手なので」とい

った自分自身が運動を苦手と感じているため、指導が困

難との意見に大別できた。「運動遊び・幼児体育の指導に

ついて」では、園での運動・遊び指導、実施している場

合はその頻度と1回の実施時間及びその内容について尋

ねた。結果から、回答者の多くが運動遊び・幼児体育を

指導していることがわかった。頻度としては、週1回以

上・週3回以上が約6割を占めていた。実施時間は30

分程度・45分程度が約6割を占め、幼児の集中力が持続

する時間内で実施されていた。。実施内容に目を向けると、

幅広い内容で運動遊びや幼児体育が実施されており、幼

児の発達を考慮したバランスの良い内容となっているこ

とが分かった。「保育教諭として今後、運動・遊びについ

て、技術の取得、研修が必要だと思う項目について」の

質問の結果、最も希望が多かったのは、器械運動に関す

る技術の取得についてであった。 

考察 

 回答者の多くが運動遊びを好きと回答していたが、一

方で、80％以上の回答者が園児に運動遊び・幼児体育を

指導する上で困難があると考えていた。運動や遊びの指

導の状況を見ると、回答した保育者の多くが運動遊び・

幼児体育を指導していることがわかった。頻度としては、

週1回以上・週3回以上が約6割を占めていた。実施時

間は30分程度・45分程度が約6割であり、幼児の集中

力が持続する時間内で実施されていることが多いこと分

かった。今後必要な研修や技術については、多方面の研

修や技術の取得が望まれたが、器械運動に関する研修や

技術の取得が最も多く希望された。その理由として、「レ

パートリーの増加や幅を広げる」という意見と「正しい

技術や知識の取得」についての意見が多くみられた。 
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